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経緯
全体概要

東日本大震災では津波から避難できなかった
１万8千人余の人命が失われた。

将来発生が予想される南海トラフの巨大地震等の大
規模災害における被害低減に向けて、津波避難に規模災害における被害低減に向けて、津波避難に
関する当時の状況を整理した上で、課題を整理する
必要がある。必要がある。

東日本大震災津波避難合同調査団東日本大震災津波避難合同調査団
岩手県山田町及び宮城県石巻市に
おける津波来襲時の避難行動についおける津波来襲時の避難行動につい
て詳細な聞き取り調査を実施。特徴と
課題を整理課題を整理



実施内容
全体概要

東日本大震災津波避難合同調査団
⇒当部会のメンバーが多数参加
⇒南海トラフ巨大地震の来襲が想定される西日本

太平洋沿岸地域の住民にその成果を還元

【実施内容】

東日本大震災における津波避難 実態調査資料東日本大震災における津波避難の実態調査資料
の収集・分析とデータ公開

南海トラフ地震津波の被災が予測される地域に
おける避難対策のケーススタディ

調査結果の整理・分析と調査結果の整理 分析と
データ公開

整理・分析とデータ公開

◆データ公開の目的

出来るだけ生に近い被災者の声を余さずかつ広く
公開し 今後の津波避難に関する課題・対策の検討に公開し、今後の津波避難に関する課題・対策の検討に
活かされることを目的に、幅広く研究者等が活用
可能な形式でデータ公開を行う可能な形式でデータ公開を行う。

◆データ公開の概要

公開対象データ：約1200件（山田町及び石巻市）
公開方法：日本地震工学会当委員会HP公開方法 日本 震 学会当委員会
公開内容： アンケート帳票（ワード形式）

アンケート回答（エクセル形式）ト回答 形式
避難経路データ（SHPファイル形式）

整理・分析とデータ公開

日本地震工学会当委員会HP
の最下段からお入りくださいの最下段からお入りください

ヒアリング・ポスティングに関する
生データをダウンロード可能

調査結果はパスワード
管理されています



整理・分析とデータ公開

アンケート調査票 アンケート設問

アンケート回答アンケ ト回答

整理・分析とデータ公開

避難経路GISデータ（石巻市本庁地区）

赤線：徒歩移動 青線：自動車移動赤線：徒歩移動，青線：自動車移動

整理・分析とデータ公開

◆調査データによる避難の分析

• 調査データを利用した分析は、部会メンバーの個人
研究（20編以上）として実施研究（20編以上）として実施

• 本報告では代表例として5編を抽出して、概要整理

整理・分析とデータ公開

論文名 著者 着目点・概要

東日本大震災津波避難合同調査団
の形成と山田町・石巻市担当チーム

後藤他
12名

山田町・石巻市でのヒアリング、ポスティング調査
の包括的な整理・分析
特に 避難のきっかけ 行動 手段等について調

による調査結果
12名 特に、避難のきっかけ、行動、手段等について調

査の特性を考慮した補正を行い整理・分析

東日本大震災における石巻市内で 避難開始時点から避難先到着までの移動手段東日本大震災 おける石巻市内
の避難行動－移動パターン・移動距
離からの分析－

柳原・村上
避難開始時点 ら避難先到着ま 移動手段
（徒歩、自動車、自転車）と移動距離、移動時間
に着目した分析

東日本大震災の津波犠牲者に関す
る調査分析～山田町・石巻市～

三上
津波で犠牲になった方の居場所、行動に着目した
分析
山田町で1/2、石巻市では2/3が自宅に居た

東日本大震災津波避難における帰
宅行動と立ち寄り行動の影響

後藤

復興支援アーカイブの公開調査データも含め、リ
アス部と平野部、徒歩避難と自動車避難に区分
して帰宅と立ち寄りの目的と行動を分析宅行動と立ち寄り行動の影響 して帰宅と立ち寄りの目的と行動を分析
約30%の人が一時帰宅や立ち寄りを行っている

石巻市門脇・南浜地区の事業所と
集団避難を行い人的被害がなかった事業所と同

石巻市門脇・南浜地区の事業所と
住民の津波避難行動

後藤 地区の住民（死亡率11%）の避難状況を分析して
比較的に考察



南海 震津 被 が南海トラフ地震津波の被災が
予測される地域における予測される地域における
避難対策ケ ススタディ避難対策ケーススタディ

経緯
経緯

 東日本大震災津波避難合同調査団の活動の一環として
岩手県山田町及び宮城県石巻市における津波来襲時の
避難行動について詳細な聞き取り調査を実施。特徴と課
題を整理

 南海トラフ巨大地震の来襲が想定される西日本太平洋
沿岸地域の住民にその成果を還元

 聞き取り調査を実施した地域と類似した特徴を持つ地域
住民を対象に、調査結果概要と東日本大震災における
避難行動の課題・問題点を説明

 地域の現状を踏まえ、普段感じている津波防災に関する
課題・問題点、対応策について意見交換を実施

A町全景

A町中心部街路 避難場所に向けて整備された避難路

意見交換会開催概要意見交換会開催概要
 日時 平成２５年１２月８日（土） １０時～１２時

場所 町民交流会館 場所 町民交流会館

 参加者 消防団２８名，町６名，学会７名

 備考 当日９時より町主催避難訓練実施



該地域 お る当該地域における
津波避難に関する課題と対応津波避難に関する課題と対応

①多数の市民が参加可能かつ実践的な避難訓練の実施

②地震発生～津波避難開始までの状況が想像できていない②地震発生～津波避難開始までの状況が想像できていない

③要援護者（観光客等含）へのサポートが不十分

④津波避難タワーを含めた具体的な津波避難計画④津波避難タワーを含めた具体的な津波避難計画

⑤避難所の設備・生活イメージを共有する必要がある

今後のアプローチ今後のアプローチ

⇒避難計画作成や防災意識向上に関する継続的・全面的⇒避難計画作成や防災意識向上に関する継続的 全面的
なサポートは困難

⇒②、④の解決に向けたアクションを提案② ④ 解決 向 提

～津波避難シミュレーションとワークショップの実施～

津波避難の課題と対策津波避難の課題と対策

津波による被害が拡大した原因

①思い込み

②諦め

③効果の薄い防災訓練

④不正確な情報④不正確な情報

⑤防潮堤の存在

⑥帰 行動 ち寄 行動⑥帰宅行動，立ち寄り行動

⑦交通渋滞

津波による被害が拡大した原因

①思い込み

②諦め
89％

③効果の薄い防災訓練

④不正確な情報

83％

④不正確な情報

⑤防潮堤の存在

⑥帰 行動 ち寄 行動

63％

⑥帰宅行動，立ち寄り行動

⑦交通渋滞

津波に対する危機感が薄い
・先⾏経験（2⽇前、1年前）

ザ ド プ 過⼩ 価・ハザードマップの過⼩評価



津波による被害が拡大した原因
び①思い込み

②諦め

犠牲者の居場所及び⾏動

33％
③効果の薄い防災訓練

④不正確な情報 15％

33％

④不正確な情報

⑤防潮堤の存在

⑥帰 行動 ち寄 行動
何らかの理由で避難せず⾃宅で
犠牲にな た⽅が約半数に上る

15％

⑥帰宅行動，立ち寄り行動

⑦交通渋滞

犠牲になった⽅が約半数に上る

津波による被害が拡大した原因

①思い込み

②諦め

③効果の薄い防災訓練

④不正確な情報④不正確な情報

⑤防潮堤の存在

⑥帰 行動 ち寄 行動⑥帰宅行動，立ち寄り行動

⑦交通渋滞

・約8割防災訓練に参加していない
・防災訓練は炊出し、消⽕等
組織的な訓練が⾏われ た事業所 被災者はゼ・組織的な訓練が⾏われていた事業所の被災者はゼロ

⇒ 住⺠にとって防災訓練は津波避難に対して効果無

津波による被害が拡大した原因
び①思い込み

②諦め

犠牲者の居場所及び⾏動

③効果の薄い防災訓練

④不正確な情報④不正確な情報

⑤防潮堤の存在

⑥帰 行動 ち寄 行動

海の様⼦を⾒に⾏き犠牲になった
割合が⽯巻と⽐較して極めて多い
（当初の津波警報3m）⑥帰宅行動，立ち寄り行動

⑦交通渋滞

（当初の津波警報3m）

13％1.0％

津波による被害が拡大した原因

①思い込み

②諦め ⼀旦帰宅20％
③効果の薄い防災訓練

④不正確な情報

旦帰宅20％

避難時⽴寄り10％
④不正確な情報

⑤防潮堤の存在

⑥帰 行動 ち寄 行動⑥帰宅行動，立ち寄り行動

⑦交通渋滞
1.0％

⼀旦帰宅、⽴寄りの理由は、家族、
親戚等の安否確認が50%親戚等の安否確認が50%



津波による被害が拡大した原因

①思い込み

②諦め
距離別渋滞遭遇率（⽯巻市）

③効果の薄い防災訓練

④不正確な情報④不正確な情報

⑤防潮堤の存在

⑥帰 行動 ち寄 行動⑥帰宅行動，立ち寄り行動

⑦交通渋滞

避難時の⾛⾏距離によらず、⼤凡40%の⽅が渋滞に巻き込まれた
幹線道路が激 渋滞を起 逃げ遅れ 原因とな た⇒幹線道路が激しい渋滞を起こし、逃げ遅れの原因となった

津波避難の課題と対策

①地域住民の主体的参画による教育・訓練

②高台移転

③情報

④避難手段④避難手段

⑤避難シミュレーションの活用

津波避難の課題と対策

①地域住民の主体的参画による教育・訓練

・思い込まない、諦めない、情報を過信しない

⇒ 速やかな避難行動に移す

釜石市の学校教育（釜石の奇跡）釜石市の学校教育（釜石の奇跡）

山田町柳沢地区の自主防災訓練

教 練 持続的 体的 参画 重要教育・訓練の持続的効果⇒主体的な参画が重要

②高台移転

③情報

④避難手段④避難手段

⑤避難シミュレーションの活用

津波避難の課題と対策

①地域住民の主体的参画による教育・訓練

②高台移転

③情報

④避難手段教育訓練で救うことが可能な命 ⇒ 自ら逃げることができる人④避難手段

⑤避難シミュレーションの活用

教育訓練で救うことが可能な命 ⇒ 自ら逃げることができる人
「逃げることができない人」を浸水域にいないようにすることが重要

⇒居住場所の高台移転，鉛直移転⇒居住場所の高台移転，鉛直移転
⇒移転を促進させる仕組みづくりを事前復興として実施
（危険場所の明示，行政施設・集客施設の高台移転等）

「逃げることができる人」に避難に必要な正確な情報を与える
・避難のきっかけ ⇒ 情報待ちにならぬよう、教育・訓練
最適な避難行動（ ま に ど 逃げればよ か）・最適な避難行動（いつまでに、どこへ逃げればよいか）

⇒ 即時津波観測ｼｽﾃﾑの実用化、ｴﾘｱﾒｰﾙの高度化



津波避難の課題と対策

①地域住民の主体的参画による教育・訓練

②高台移転

③情報

④避難手段④避難手段

⑤避難シミュレーションの活用

・自動車避難の特徴
早い，多人数避難，財産 ⇒ 自動車避難を無くすことは困難早い，多人数避難，財産 自動車避難を無くすことは困難
⇒立体化、道路拡幅等、自動車避難の有効性を高める施策

・徒歩避難
複合 害 よ 避難路が確保されな 場合も想定される複合災害により避難路が確保されない場合も想定される
津波避難路の機能確保が必要 ⇒ 点検・診断（対策）の実施

津波避難の課題と対策

①地域住民の主体的参画による教育・訓練

②高台移転

③情報

④避難手段④避難手段

⑤避難シミュレーションの活用
現在の活用方法現在の活用方法
・視覚的に分かりやすいため津波防災意識の向上
・ボトルネックと対策効果の見える化による合意形成ツール・ボトルネックと対策効果の見える化による合意形成ツ ル

今後期待される活用方法
・避難の定量的表現に基づく防災施設の計画・設計

課題
・信頼性の向上（V&Vの活用）

御清聴ありがとうございました御清聴ありがとうございました


